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本
稿
は
『
相
愛
大
学
研
究
論
集
』
第
三
巻
所
収
の
拙
稿
「
無
名
草
子
の
小
式

部
内
侍
評
言
私
注
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
最
初
に
本
文
を
再
び

掲
出
し
て
お
く
。
私
注
は
そ
の
「
よ
う
つ
の
人
」
の
考
察
の
続
き
よ
り
始
め
る
。

○
よ
う
つ
の
人
の
心
を
つ
く
し
け
む
、
ね
た
げ
に
も
て
な
し
て
、
大
二
条
殿

　
に
い
み
じ
く
思
は
れ
た
て
ま
つ
り
て
、
や
む
ご
と
な
き
僧
子
ど
も
生
み
お

　
き
て
隠
れ
に
け
む
こ
そ
い
み
じ
く
め
で
た
け
れ
。
（
八
二
頁
）

　
　
　
D
　
藤
原
範
永

　
範
永
は
、
藤
原
為
雅
の
孫
、
中
清
の
息
子
で
、
母
は
従
三
位
藤
原
永
頼
の
女

（
尊
卑
分
脈
）
。
閲
歴
に
つ
い
て
は
、
範
永
朝
臣
集
の
甲
本
（
『
桂
宮
本
叢
書
』
第
三
巻
所
収

本
）
の
巻
末
に
付
載
さ
れ
た
勘
物
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、

　
　
康
平
五
年
正
月
帯
日
工
阿
波
守
、
八
年
六
月
十
三
日
遷
任
摂
津
守
、
自
長

　
　
和
五
年
至
康
平
八
年
　
五
十
年
、

と
あ
り
、
大
体
、
二
一
条
朝
・
後
朱
雀
朝
・
後
冷
泉
朝
に
わ
た
っ
て
歌
人
と
し

て
活
躍
し
、
特
に
和
歌
六
人
党
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
没
年
に
つ
い
て
は

「
治
暦
元
年
頃
」
（
犬
養
廉
氏
「
和
歌
六
人
党
に
関
す
る
試
論
－
平
安
朝
文
壇
史
の
一
餉
と
し
て

一
」
［
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
一
三
年
九
月
号
］
）
、
「
五
三
条
天
皇
の
末
年
頃
に
は
、
完
全

に
歌
壇
の
権
威
長
老
と
認
め
ら
れ
、
」
（
稲
賀
敬
二
氏
「
後
冷
泉
朝
の
歌
壇
」
［
・
講
座
日
本
文

学
4
中
古
編
H
』
所
収
］
）
、
「
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
正
月
か
ら
承
保
四
年
（
一
〇
七

七
）
七
月
ま
で
」
（
樋
口
芳
麻
呂
氏
「
袋
草
紙
・
無
名
草
子
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
1
付
、
藤
原

範
永
の
没
年
一
」
［
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
五
年
四
月
号
］
）
な
ど
の
諸
説
が
あ
っ
て
、

年
齢
な
ど
と
と
も
に
確
実
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
尊
卑
分
脈
に

よ
れ
ば
、
範
永
の
女
子
（
堀
河
右
大
臣
籟
宗
〕
家
女
房
∀
の
母
が
小
式
部
内
侍
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
範
永
と
小
式
部
内
侍
と
の
間
に
深
い
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。
し
か
し
、
森
本
元
子
氏
（
前
掲
論
文
）
の
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
他
に
傍

証
と
な
る
資
料
も
な
く
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
E
　
藤
原
公
成

　
公
成
は
、
藤
原
新
規
の
孫
、
実
成
の
息
子
で
、
母
は
播
磨
守
正
四
位
下
藤
原

陳
政
女
。
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）
六
月
二
十
四
日
、
四
十
五
歳
で
莞
去
、
滋
野

井
別
当
と
号
す
（
尊
卑
分
脈
｝
。
年
齢
を
逆
算
す
る
と
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
生
と

な
る
。
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば
、
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
V
十
五
歳
で
右
少
将
、
寛

仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
九
歳
で
王
権
中
将
、
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
二
十
五
歳

で
左
近
中
将
と
な
り
、
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
二
十
八
歳
に
な
っ
て
初
め
て
参

議
と
な
る
。
小
式
部
内
侍
と
の
交
渉
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
前
述
の
栄
花
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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「
こ
ろ
も
の
た
ま
」
の
巻
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
な
お
、
「
よ
う
つ
の
人
」
の
中
に
は
、
以
上
の
男
性
の
ほ
か
に
、
藤
原
惟
孝
の

息
子
穿
通
を
も
含
め
る
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
二
十

二
所
収
「
万
寿
二
年
十
一
月
三
十
日
　
是
月
」
の
条
に
見
え
る
「
是
月
、
小
式
部

内
侍
残
ス
、
」
の
一
史
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
御
堂
関
白
記
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
寛
仁
二
年
三
月

　
　
＋
三
日
・
丙
蕊
中
小
式
部
依
示
下
向
臥
藤
馨
饗
筥
等
懸
浮
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
　
十
四
日
、
丁
未
、
㈱
中
従
士
雨
下
、
巳
時
許
晴
、
美
濃
守
泰
通
号
小
式
部
下

　
　
向
国
、
所
用
唐
車
給
之
、
（
二
三
五
頁
。
頭
注
に
「
藤
原
泰
通
ノ
妾
」
と
あ
る
。
）

し
か
し
な
が
ら
、
右
に
記
す
「
小
式
部
」
な
る
女
性
は
、
山
岸
徳
平
氏
の
考
証

（『

迺
?
[
言
物
語
評
解
』
『
堤
中
納
言
物
語
全
註
解
』
の
「
解
題
」
V
に
よ
れ
ば
、
「
逢
坂
越
え
ぬ

権
中
納
言
」
の
作
者
「
小
式
部
」
で
、
紀
伊
守
寸
翰
時
の
女
従
三
位
隆
子
で
あ

り
、
「
小
式
部
内
侍
」
と
は
別
人
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
作
者

と
し
て
の
「
小
式
部
」
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
て
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
「
小
式
部
内
侍
」

と
は
無
関
係
の
女
性
で
あ
る
。
）
。
し
た
が
っ
て
、
泰
通
と
小
式
部
内
侍
と
の
間
に
は
何

の
交
渉
も
な
い
わ
け
で
あ
り
、
右
の
『
大
日
本
史
料
』
に
挙
げ
ら
れ
た
御
堂
関

白
記
の
記
事
は
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
ね
た
げ
に
も
て
な
し
て
、
」
は
、
相
手
の
男
性
が
ね
た
ま
し
く
思
う
よ
う
に

応
対
し
て
、
の
意
で
、
特
に
、
前
述
の
ご
と
く
、
頼
宗
が
愛
す
る
小
式
部
内
侍

を
教
通
に
取
ら
れ
た
時
、
頼
宗
が
「
忙
し
ら
で
ね
た
さ
も
ね
た
し
」
（
後
拾
遺
口
巻

第
＋
六
童
心
、
皿
）
と
い
う
感
情
を
抱
い
た
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
の
、
無
名
草
子

の
記
述
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
大
二
条
殿
に
い
み
じ
く
思
は
れ
た
て
ま
つ
り
て
、
」

は
、
教
通
殿
に
深
く
愛
さ
れ
申
し
上
げ
て
、
の
意
で
、
具
体
的
な
こ
と
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
れ
」
は
、
受
身
の
助
動
詞
「
る
」
の
連
用
形
。

「
や
む
ご
と
な
き
僧
子
ど
も
生
み
お
き
て
隠
れ
に
け
む
こ
そ
」
は
、
尊
い
僧
と

な
っ
た
子
供
た
ち
を
生
み
残
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
か
い
う
こ
と
は
、
の
意
。

「
や
む
ご
と
な
き
僧
子
ど
も
」
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
（
底
本
は
群
書
類
従
本
）

で
は
「
や
む
ご
と
な
き
僧
の
子
ど
も
」
と
し
（
実
際
は
、
群
書
類
従
本
は
「
僧
の
子
ど
も
」

の
「
の
」
は
な
く
、
彰
考
館
文
庫
本
と
同
一
で
あ
る
。
）
、
頭
注
に
「
僧
と
な
っ
た
子
ど
も
た

　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
え
ん
　
　
　
　
　
さ
ん
な
り
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
に
ん

ち
。
教
通
と
の
間
に
静
円
、
藤
原
公
成
と
の
間
に
頼
仁
を
生
ん
で
い
る
。
」
と
見

え
る
。
冨
倉
徳
次
郎
氏
著
『
無
名
草
子
評
解
』
、
角
川
文
庫
本
、
学
燈
文
庫
本
な

ど
諸
悪
い
ず
れ
も
同
様
に
「
僧
と
な
っ
た
子
供
た
ち
」
の
意
に
解
す
る
が
、
片

岡
利
博
氏
（
「
無
名
草
子
注
釈
－
女
性
評
・
そ
の
一
－
」
［
支
林
』
第
＋
九
号
］
V
だ
け
は
、

尊
卑
分
脈
に
よ
っ
て
、

　
　
教
通
の
子
の
う
ち
、
石
基
・
行
覚
・
証
仁
・
真
子
・
生
子
に
つ
い
て
は
母

　
　
を
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
も
小
式
部
の
生
ん
だ
子
が
あ
る

　
　
と
考
え
ら
れ
る
。
「
や
ん
ご
と
な
き
僧
・
子
ど
も
」
は
そ
れ
ら
を
指
す
。
「
僧
・

　
　
子
ど
も
」
を
、
僧
に
な
っ
た
子
ど
も
の
意
と
解
く
の
に
は
従
え
な
い
。

と
述
べ
、
「
僧
や
子
供
た
ち
」
と
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
尊
卑
分
脈
に

右
の
五
人
の
母
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
け
で
、
「
こ
れ
ら
の
う
ち
に
も
小
式

部
の
生
ん
だ
子
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
想
像
さ
れ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も

短
絡
的
で
根
拠
薄
弱
な
推
論
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
母
の
名
が
記
載
さ
れ

な
い
場
合
、
「
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
小
式
部
の
生
ん
だ
子
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

し
、
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
」
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
岡
氏
の
「
僧
子
ど
も
」
の
解
釈
に
は
た
だ
ち
に
賛
成
す
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
。
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ち
な
み
に
、
尊
卑
分
脈
に
は
、
教
通
の
子
女
と
し
て
、
順
次
、
通
基
・
信
長

（
母
公
任
卿
女
）
・
信
家
（
母
公
任
卿
女
）
・
静
円
（
母
小
式
部
内
侍
）
・
静
覚
（
母
同
信
家
卿
V
・

行
覚
・
証
仁
・
女
子
（
母
同
門
家
歓
子
）
・
女
子
（
真
子
v
・
女
子
（
生
子
）
を
挙
げ
、

母
に
つ
い
て
記
載
の
な
い
の
は
、
通
基
以
下
五
聖
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
今
鏡

（
日
本
古
典
全
書
本
）
「
は
ち
す
の
露
」
に
は
、
長
男
が
信
家
、
二
男
が
信
基
、
三
男

が
信
長
と
あ
り
、
さ
ら
に
静
円
・
古
年
の
順
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
「
小
野
の

御
幸
」
に
は
、
ま
ず
生
子
に
つ
い
て
記
し
、
真
子
を
二
女
と
推
定
、
歓
子
を
「
三

の
君
」
と
記
す
。
し
た
が
っ
て
、
尊
卑
分
脈
に
記
す
教
通
の
子
女
の
順
序
は
正

確
で
は
な
く
、
特
に
、
真
子
と
生
子
と
は
「
真
」
「
生
」
の
文
字
が
入
れ
違
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
通
基
は
、
公
卿
補
任
の
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
条
に
、
十

九
歳
と
し
て
、

　
　
（
上
隆
本
名
信
1
。
内
大
臣
二
男
。
母
着
信
家
卿
。
長
元
五
十
一
廿
六
二

　
　
早
上
（
中
略
）
同
八
正
七
五
四
下
（
東
宮
御
亡
）
。
月
日
六
器
基
為
通
1
。

　
　
（
下
略
）

長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
。
＋
一
月
＋
日
長
久
元
年
と
改
元
。
）
条
に
、
二
十
歳
と
し
て
、

　
　
（
上
略
）
十
二
月
八
日
莞
。

と
見
え
る
か
ら
、
「
民
謡
」
は
、
本
来
の
名
「
信
基
」
を
改
め
た
名
で
あ
り
、
し

か
も
母
は
、
信
家
の
母
と
同
じ
く
公
任
卿
女
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

海
野
康
男
氏
は
、
そ
の
著
『
今
鏡
全
署
　
上
』
に
お
い
て
、
「
公
任
女
腹
の
教
通

の
子
女
」
に
つ
き
補
注
さ
れ
、
こ
の
信
基
が
、
右
の
公
卿
補
任
の
没
年
の
年
齢

よ
り
逆
算
し
て
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
生
と
な
る
が
、
こ
れ
は
歓
子
の
生
年

と
同
年
に
な
る
か
ら
、
春
記
の
記
録
に
基
づ
い
て
寛
仁
二
年
二
〇
一
八
V
生

か
、
と
述
べ
ら
れ
（
『
史
料
綜
覧
』
巻
二
長
久
元
年
ロ
〇
四
〇
］
＋
二
月
八
日
条
に
、
通
基
の
莞

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
小
式
部
内
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評
言
私
注

去
の
こ
と
を
挙
げ
、
史
料
と
し
て
、
春
記
と
尊
卑
分
脈
と
を
記
す
。
）
、
さ
ら
に
、
公
卿
補
任
が

誤
謬
な
ら
ば
、
信
基
の
母
が
公
任
卿
女
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ
し
い
旨
、
付
言
さ

れ
て
い
る
（
四
二
六
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
人
の
女
性
が
一
年
間
の
初
め
ご
ろ
と

終
わ
り
ご
ろ
と
に
二
度
妊
娠
・
出
産
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

治
安
元
年
二
〇
三
）
に
信
基
と
歓
子
が
出
生
し
た
と
こ
ろ
で
別
に
不
合
理
で
は

な
い
も
の
の
、
公
卿
補
任
に
記
す
年
齢
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
前
述
の
定
頼

の
ご
と
く
、
不
確
実
な
記
載
も
な
い
で
は
な
い
か
ら
、
公
卿
補
任
の
信
基
没
年

の
年
齢
を
根
拠
と
し
た
治
安
元
年
二
〇
三
）
生
は
信
じ
が
た
く
、
む
し
ろ
春
記

に
よ
っ
て
寛
仁
二
年
（
一
〇
天
）
生
か
と
推
定
す
る
方
が
妥
当
と
い
え
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
さ
れ
ば
と
て
、
公
卿
補
任
に
お
け
る
年
齢
以
外
の
記
録
ま
で
疑

う
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
行
き
過
ぎ
の
感
が
あ
り
、
私
は
、
他
に
適
切
な
記
録

の
な
い
か
ぎ
り
、
や
は
り
信
基
の
母
は
公
任
卿
女
と
考
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

教
通
の
二
女
真
子
に
つ
い
て
は
、
海
野
氏
（
前
掲
著
書
）
は
、
「
生
年
か
ら
い
っ
て

生
子
と
同
腹
の
公
任
女
腹
で
あ
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
」
（
四
三
一
・
四
三
二
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
長
女
生
子
は
、
一
代
要
記
に
、
後
朱
雀
天
皇
の
後
宮
の

一
人
と
し
て
、

　
　
女
御
従
四
位
下
種
生
子
田
楽
上
半
樋
嫡
整
専
大

と
見
え
る
か
ら
、
生
子
の
母
も
公
任
卿
女
と
考
え
て
差
し
支
え
ば
あ
る
ま
い
。

　
か
く
て
、
教
通
の
子
女
十
名
の
う
ち
、
母
を
公
任
卿
女
と
考
え
ら
れ
る
者
は
、

凝
然
・
信
長
・
信
家
・
言
霊
・
黒
子
・
真
子
・
生
子
の
属
名
で
あ
り
、
残
り
の

画
名
の
中
で
、
静
円
だ
け
が
小
式
部
内
侍
腹
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
、
他
の
行

覚
・
証
仁
の
二
人
の
母
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
母
が

小
式
部
内
侍
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
そ
う
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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無
名
草
子
の
小
式
部
内
侍
評
言
私
注

れ
に
し
て
も
、
「
や
む
ご
と
な
き
僧
子
ど
も
」
は
、
「
子
ど
も
」
と
い
う
複
数
表

現
と
な
っ
て
い
る
（
「
ど
も
」
は
複
数
を
表
わ
す
接
尾
語
。
）
か
ら
、
少
な
く
と
も
小
式
部

内
侍
と
教
通
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
、
静
円
だ
け
に
限
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
小
式
部
内
侍
と
藤
原
公
成
と
の
間
に
生
ま
れ
た
頼
仁
を
も
含
め

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
ご
と
く
、
静
円
は
、
木
幡
僧
正
と
号

し
、
頼
仁
は
熱
型
梨
で
、
二
人
は
ま
さ
し
く
「
や
む
ご
と
な
き
僧
」
と
な
っ
た
、

小
式
部
内
侍
腹
の
「
子
ど
も
」
で
あ
り
、
小
式
部
内
侍
の
「
生
み
お
き
て
隠
れ
」

て
し
ま
っ
た
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
に
は
、
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
出
生
の
静

円
は
十
歳
、
壷
中
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
一
歳
で
あ
っ
た
。

　
「
い
み
じ
く
め
で
た
け
れ
。
」
は
、
す
ば
ら
し
く
結
構
で
あ
る
、
の
意
で
あ
っ

て
、
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
い
と
め
で
あ
け
れ
。
」
と
「
い
み
じ
く
こ
そ
お
ぽ
ゆ
れ
。
」

と
い
う
評
言
を
合
わ
せ
て
再
度
、
使
用
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
［
通
釈
］

　
［
藤
原
教
子
・
藤
原
撃
発
・
藤
原
牡
鹿
等
ノ
ヨ
ウ
ナ
］
多
く
の
男
性
が
心
の
限

り
を
つ
く
し
［
テ
小
式
部
内
侍
二
思
イ
ヲ
寄
書
］
た
と
か
い
う
の
［
デ
ア
ル
ガ
、

ソ
レ
］
を
［
小
式
部
内
侍
ハ
］
相
手
の
男
性
が
ね
た
ま
し
く
思
う
よ
う
に
応
対

し
て
、
［
ソ
レ
ラ
ノ
男
性
ノ
中
デ
口
耳
二
］
大
二
条
教
宣
殿
に
深
く
愛
さ
れ
申
し

上
げ
て
、
［
ソ
ノ
結
果
生
マ
レ
タ
静
寧
ヤ
、
藤
原
公
成
ト
ノ
問
二
生
マ
レ
タ
頼
仁

ノ
ヨ
ウ
ニ
後
二
］
尊
い
僧
と
な
っ
た
子
供
た
ち
を
生
み
残
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
か
い
う
こ
と
は
、
［
冒
頭
二
述
ベ
タ
ゴ
ト
ク
］
す
ば
ら
し
く
結
構
で
あ
る
。

○
歌
よ
み
の
お
ぼ
え
は
和
泉
式
部
に
は
お
と
り
た
め
れ
ど
、
病
か
ぎ
り
に

四

　
　
　
な
り
て
死
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
け
る
を
り
に
、

　
　
　
　
　
い
か
に
せ
む
い
く
べ
き
方
も
思
ほ
え
ず
親
に
さ
き
だ
つ
道
を
知
ら

　
　
　
　
　
ね
ば

　
　
　
と
よ
み
た
り
け
る
に
、
そ
の
た
び
の
病
た
ち
ま
ち
に
や
み
た
り
け
る
と

　
　
　
か
や
。
そ
れ
に
て
こ
の
道
の
す
ぐ
れ
た
る
ほ
ど
は
見
知
り
ぬ
。
（
八
二
頁
）

　
「
歌
よ
み
の
お
ぼ
え
は
和
泉
式
部
に
は
お
と
り
た
め
れ
ど
、
」
の
「
の
」
「
和
」

は
底
本
に
な
く
、
と
も
に
岩
波
本
に
よ
り
補
う
。
全
体
は
、
歌
人
と
し
て
の
世

評
は
母
の
和
泉
式
部
に
は
劣
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
の
意
で
あ
る

が
、
小
式
部
内
侍
の
真
作
の
歌
に
つ
い
て
は
、
吉
田
幸
一
氏
の
前
掲
著
書
に
、

　
　
さ
う
す
る
と
結
局
、
小
式
部
内
侍
の
真
作
は
、

　
　
　
3
後
拾
遺
「
し
ぬ
ば
か
り
」
・
6
金
葉
「
大
江
山
」
・
1
7
古
今
著
聞
集

　
　
　
（
無
名
草
子
が
先
躍
）
「
い
か
に
せ
ん
」

　
　
の
僅
々
三
首
に
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
三
首
を
そ
れ
ぞ

　
　
れ
詞
書
か
ら
見
る
と
、
伝
承
歌
で
あ
っ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

　
　
も
し
も
か
う
し
た
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
小
式
部
内
侍
の
歌
は
、
家

　
　
集
は
お
ろ
か
、
全
く
記
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
伝
承
に
よ
っ
て
の
み
伝
へ

　
　
ら
れ
て
る
た
こ
と
に
な
る
。
冗
七
五
頁
V

と
あ
っ
て
、
真
作
ら
し
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

真
作
に
あ
ら
ざ
る
伝
承
歌
が
か
な
り
説
話
・
伝
説
類
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
自
体
、
小
式
部
内
侍
が
歌
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
、
母
の
和
泉
式

部
は
小
式
部
内
侍
に
比
較
す
る
と
、
伝
承
歌
の
ほ
か
に
歴
と
し
た
書
承
歌
が
あ

り
、
説
話
・
伝
説
・
物
語
な
ど
に
も
小
式
部
内
侍
よ
り
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
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事
実
を
考
え
る
と
、
そ
れ
だ
け
に
歌
人
と
し
て
の
評
価
は
小
式
部
内
侍
よ
り
も

断
然
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
無
名

草
子
の
評
言
は
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
病
か
ぎ
り
に
な
り
て
」
は
、
病
気
が
重
く
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
最
終
段
階
を

迎
え
た
こ
と
、
つ
ま
り
臨
終
の
状
態
に
入
っ
た
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
の

「
病
」
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
式
部
内
侍
の
産
後
の

死
亡
と
類
似
す
る
藤
原
嬉
子
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
服
部
敏
良
氏
は
そ
の
著
『
王

朝
貴
族
の
病
状
診
断
』
に
お
い
て
、
小
右
記
や
左
経
記
や
栄
花
物
語
な
ど
を
引

用
さ
れ
、
嬉
子
が
万
寿
二
年
二
〇
二
五
）
夏
ご
ろ
か
ら
流
行
し
だ
し
た
赤
斑
瘡

（
麻
疹
、
は
し
か
）
に
か
か
り
、
難
産
の
果
て
に
死
亡
し
た
と
説
い
て
お
ら
れ
る

（一

℃
l
頁
～
二
一
九
頁
）
が
、
小
式
部
内
侍
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
記
録
が
な
い
の

で
、
確
実
な
死
因
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
倭
名
類
聚
鉛
巻
第
三
形
体
部
第
八

斯
々
第
四
十
に
、

　
　
長
調
　
　
小
品
方
云
婦
人
止
血
膝
賀
又
有
白
血

　
　
産
後
腹
新
撰
要
望
云
婦
人
産
後
腹
痛
柵
激
蚊
取
大
豆
二
七
枚
芝
之

と
あ
っ
て
、
服
部
氏
も
大
著
『
平
安
時
代
医
学
の
研
究
』
の
中
で
、
「
倭
名
抄
に

現
わ
れ
た
産
婦
人
科
領
域
の
疾
患
」
と
し
て
、
「
長
血
」
「
産
後
腹
」
（
解
説
に
あ
る

シ
　
リ
　
　
ハ
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

「
之
別
波
良
」
の
「
別
」
は
「
利
」
の
誤
植
で
あ
る
。
）
「
斎
食
」
（
「
撰
」
は
「
揮
」
の
誤
植
で
あ
る
。
）

の
三
種
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
産
後
の
疾
患
と
し
て
は
、
「
長
血
」
「
産
後
腹
」

の
二
種
し
か
該
当
し
な
い
・
．
饗
・
は
倭
・
類
舞
・
．
翻
蕪
剛
」
の
注
が
・
・
て
、
・

れ
は
妊
娠
中
の
悪
阻
の
こ
と
ら
し
い
。
）
。
し
か
し
、
．
こ
れ
ら
は
今
日
の
い
わ
ゆ
る
「
子
宮

復
顔
不
全
」
や
「
産
褥
熱
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
小

式
部
内
侍
の
産
後
の
「
病
」
と
は
、
「
赤
斑
瘡
」
で
な
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
小
式
部
内
侍
評
言
私
注

右
に
類
す
る
「
病
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
死
ぬ
べ
く
」
は
、
底
本
「
し
に
ぬ
へ

く
」
。
岩
波
本
に
よ
り
改
め
る
。

　
「
い
か
に
せ
む
」
の
歌
は
、
「
い
く
」
が
「
生
く
」
と
「
行
く
」
と
の
掛
詞
、

「
方
」
が
「
方
法
」
と
「
方
角
」
の
意
の
掛
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

「
今
、
自
分
が
死
ん
で
行
く
に
あ
た
っ
て
、
生
き
て
歩
い
て
行
こ
う
と
す
る
方
法

も
そ
の
方
角
も
考
え
ら
れ
ず
、
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
子
と
し
て
親

に
先
立
っ
て
行
く
す
べ
が
わ
か
ら
な
い
の
で
。
」
の
意
で
あ
る
。
「
思
ほ
え
」
は
、

下
二
段
動
詞
「
思
ほ
ゆ
」
の
未
然
形
で
、
「
思
ほ
ゆ
」
は
、
「
思
は
ゆ
」
の
転
音
。

四
段
動
詞
「
思
ふ
」
の
未
然
形
「
思
は
」
に
、
上
代
に
多
く
用
い
ら
れ
た
、
受

身
・
可
能
・
自
発
の
意
を
表
わ
す
助
動
詞
「
ゆ
」
の
付
い
て
で
き
た
語
で
、
こ

こ
の
「
ゆ
」
は
可
能
の
意
で
、
「
思
ほ
え
ず
」
は
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

の
意
。
「
こ
の
道
の
す
ぐ
れ
た
る
ほ
ど
」
の
「
こ
の
道
」
は
和
歌
の
道
を
さ
す

が
、
本
文
は
「
こ
の
道
に
す
ぐ
れ
た
る
ほ
ど
」
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
小
式

部
内
侍
の
歌
道
に
対
す
る
才
能
が
す
ぐ
れ
て
い
る
程
度
、
の
意
と
な
る
。
「
病
か

ぎ
り
に
な
り
て
」
以
下
、
「
や
み
た
り
け
る
と
か
や
。
」
ま
で
は
、
歌
徳
説
話
と

し
て
そ
の
後
の
多
く
の
作
品
に
取
り
挙
げ
ら
れ
た
り
、
引
歌
と
さ
れ
た
り
し
て

い
る
が
、
吉
田
町
の
前
掲
著
書
に
は
、
「
一
時
随
筆
」
二
八
四
頁
）
、
「
源
平
盛
衰
記
」

「
浄
瑠
璃
大
原
御
幸
」
（
以
上
、
五
〇
四
頁
）
、
「
本
朝
美
人
鑑
」
（
五
五
五
頁
）
、
「
和
歌
威

徳
物
語
」
（
五
五
八
頁
）
の
ほ
か
、
「
十
訓
抄
・
古
今
著
聞
集
・
沙
石
集
・
古
今
連
談

集
・
月
刈
藻
集
・
誓
願
寺
縁
起
・
小
式
部
（
お
伽
草
子
）
・
謡
曲
小
式
部
〈
仙
台
本
〉
・
本

朝
古
今
列
女
伝
・
扶
桑
故
事
要
略
・
賢
問
子
行
状
記
・
古
今
百
物
語
・
絵
本
蘭

奢
待
・
そ
し
り
草
・
和
歌
感
応
抄
・
鄭
巨
費
言
・
絵
詞
要
略
誓
願
寺
縁
起
・
日

本
往
生
伝
和
解
」
の
作
品
名
が
列
挙
さ
れ
（
九
七
六
頁
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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無
名
草
子
の
小
式
部
内
侍
評
言
私
注

　
　
小
式
部
を
題
材
と
し
た
物
語
草
子
や
謡
曲
の
歌
詠
と
も
な
れ
ば
、
そ
れ
は

　
　
も
は
や
小
式
部
に
擬
せ
ら
れ
た
後
人
の
創
作
と
見
て
も
大
過
な
い
も
の
に

　
　
な
っ
て
み
る
や
う
で
あ
る
。
（
九
七
五
頁
）

と
見
え
る
。
な
お
、
こ
の
歌
徳
説
話
は
右
の
作
品
以
外
に
、
和
歌
徳
の
中
に
も

取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
、
十
訓
抄
（
石
橋
尚
宝
氏
著
『
＋
訓
抄
詳
解
』
）
第
十
「
可

4
庶
二
幾
才
能
・
早
業
一
事
」
一
四
所
収
の
文
章
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
同
じ
式
部
が
む
す
め
、
小
式
部
内
侍
、
此
の
世
な
ら
ず
わ
づ
ら
ひ
け
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
か
ぎ
り
に
な
り
て
、
人
顔
な
ど
も
見
し
ら
ぬ
ほ
ど
に
な
り
て
、
臥
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
は
ら

　
　
け
れ
ば
、
和
泉
式
部
側
に
そ
ひ
居
て
、
ひ
た
ひ
を
お
さ
へ
て
泣
き
け
る

　
　
に
、
目
を
わ
っ
か
に
見
あ
げ
て
、
母
の
か
ほ
を
つ
く
ぐ
と
見
て
、
い
き

　
　
の
し
た
に
、

　
　
　
　
い
か
に
せ
ん
い
く
べ
き
方
も
お
も
ほ
え
ず
、
親
に
さ
き
だ
つ
道
を
知

　
　
　
　
ら
ね
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
じ
ゃ
う

　
　
と
、
わ
な
な
き
た
る
声
に
て
い
ひ
け
れ
ば
、
天
井
の
上
に
、
あ
く
び
さ
し

　
　
て
や
あ
ら
ん
と
お
ぽ
ゆ
る
声
あ
り
て
、
「
あ
な
、
あ
は
れ
」
と
い
ひ
て
け

　
　
り
。
さ
て
身
の
あ
た
・
か
さ
も
さ
め
て
、
よ
ろ
し
く
な
り
に
け
り
。

　
　
（
四
四
三
・
四
四
四
頁
）

前
述
の
ご
と
く
、
小
式
部
内
侍
の
病
名
は
明
確
で
な
い
に
し
て
も
、
平
安
・
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
だ
ま

倉
時
代
に
は
、
病
気
は
す
べ
て
、
生
霊
・
死
霊
な
ど
を
中
心
と
し
、
木
魂
・
鬼
・

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
げ

狐
・
天
狗
な
ど
の
「
変
化
」
を
も
含
め
た
、
い
わ
ゆ
る
「
も
の
の
け
」
の
仕
業

で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
春
日
権
現
験
記
絵
（
．
日
本
絵
巻
物
全
集
』
W
V
の
第
八
巻
第

二
段
に
「
範
雅
僧
都
の
養
父
、
唯
識
論
の
功
徳
に
よ
り
疫
病
を
免
る
」
絵
が
あ
っ

て
、
そ
の
中
に
、
病
気
で
土
間
に
嘔
吐
す
る
男
の
家
の
廟
に
奇
怪
な
鬼
1
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

が
「
も
の
の
け
」
で
あ
る
。
1
が
、
そ
の
有
様
を
覗
き
込
ん
で
い
る
姿
を
描
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
じ
ゃ
う

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
十
訓
抄
の
「
天
井
の
上
に
、
あ
く
び
さ
し
て
や

あ
ら
ん
と
お
ぽ
ゆ
る
声
」
の
主
は
、
そ
の
醜
悪
な
「
も
の
の
け
」
で
あ
り
、
病

気
の
小
式
部
内
侍
の
命
を
狙
い
続
け
て
い
た
ほ
ど
の
「
も
の
の
け
」
さ
え
も
、

あ
く
び
を
噛
み
殺
し
た
か
と
思
わ
れ
る
声
で
、
彼
女
の
詠
歌
に
感
嘆
し
て
つ
い

に
退
散
し
、
病
気
も
快
方
に
向
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
た
と
え
ば

沙
石
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
の
よ
う
に
、
十
訓
抄
や
古
今
著
聞
集
よ
り
も
全
体

の
記
述
が
簡
単
で
、
歌
の
次
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
た
す
け

　
　
天
井
二
感
ズ
ル
声
ア
リ
テ
、
病
イ
エ
ニ
ケ
リ
。
神
明
ノ
御
助
ニ
コ
ン
。

　
　
（
二
二
七
頁
）

と
あ
る
と
お
り
、
病
気
の
治
癒
が
「
も
の
の
け
」
の
退
散
に
よ
る
の
で
は
な
く

て
、
「
神
明
」
の
加
護
に
よ
る
も
の
と
説
く
も
の
が
あ
っ
た
り
、
本
朝
美
人
鑑
の

よ
う
に
、
産
後
の
病
気
で
は
な
く
「
い
っ
と
な
く
物
や
み
に
な
」
っ
て
、
「
い
か

に
せ
ん
」
の
歌
を
詠
む
と
、
天
井
の
上
か
ら
の
「
も
の
の
け
」
の
声
で
は
な
く
、

「
空
」
か
ら
の
「
天
神
」
の
感
動
す
る
声
が
聞
こ
え
る
話
と
な
り
、

　
　
天
神
も
か
ん
じ
さ
せ
給
ふ
に
や
、
空
よ
り
け
た
か
き
御
声
聞
こ
え
け
る
に
、

　
　
す
こ
し
は
か
る
く
心
ち
よ
け
な
れ
ど
、
終
に
の
が
れ
ぬ
世
の
な
ら
ひ
な
れ

　
　
ば
、
い
っ
し
（
か
）
は
か
な
く
な
り
け
り
、
（
吉
田
氏
前
掲
著
書
、
五
五
七
頁
）

と
記
す
な
ど
、
状
況
に
変
化
が
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
一

応
、
十
型
抄
や
古
今
著
聞
集
の
内
容
を
参
考
と
し
て
解
釈
を
施
し
て
お
き
た
い
。

ち
な
み
に
、
野
村
百
代
氏
（
拙
著
・
無
名
草
子
論
』
所
収
「
和
泉
式
部
評
言
に
つ
い
て
・
）
は
、

こ
の
「
い
か
に
せ
む
」
の
詠
歌
の
功
徳
談
が
十
訓
抄
・
古
今
著
聞
集
・
沙
石
集

な
ど
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
い
ず
れ
も
、
「
も
の
の
け
」
に
あ
ら
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ざ
る
「
天
井
の
上
で
詠
歌
を
聞
く
神
」
を
登
場
さ
せ
る
と
理
解
さ
れ
て
、

　
　
『
聖
訓
抄
』
に
は
、
（
中
略
）
一
道
一
芸
に
秀
で
る
こ
と
の
大
切
な
こ
と
を
教

　
　
え
る
教
訓
と
し
て
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
目
的
で
書
か
れ
た

　
　
か
ら
こ
そ
、
天
井
の
神
の
登
場
も
話
を
興
味
深
く
印
象
的
に
す
る
も
の
と

　
　
し
て
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
王
朝
貴
族
の
風

　
　
雅
な
世
界
を
懐
古
す
る
説
話
の
多
い
『
古
今
著
聞
集
』
で
は
特
に
宮
廷
の

　
　
優
雅
な
生
活
を
示
す
目
的
で
、
「
文
学
篇
、
和
歌
篇
、
管
絃
歌
舞
篇
」
な
ど

　
　
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
巻
五
、
和
歌
篇
に
こ
の
話
が
採
ら
れ
て

　
　
い
る
。
（
中
隆
『
沙
石
集
』
は
前
の
二
つ
が
世
俗
説
話
と
呼
ば
れ
る
の
に
対

　
　
し
、
仏
教
説
話
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
無
住
法
師
の
仏
教
観
の
上
に
書
か

　
　
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
秀
歌
は
神
を
も
感
動
さ
せ
そ
の
功
徳
を
も
つ

　
　
て
病
も
消
滅
す
る
の
で
あ
る
と
、
和
歌
に
高
い
価
値
を
認
め
な
が
ら
、
か

　
　
つ
一
種
の
功
徳
談
と
し
て
仏
教
の
尊
さ
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
よ

　
　
・
つ
。
　
（
＝
】
九
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
「
そ
れ
に
て
」
の
「
に
て
」
は
、
底
本
「
ま
て
」
。
岩
波
本
に
よ
り
改
め
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
の
意
で
、
「
そ
れ
」
は
、
上
の
歌
徳
説
話
を
さ
す
。
「
そ
れ
に

て
こ
の
道
の
す
ぐ
れ
た
る
ほ
ど
は
見
知
り
ぬ
。
」
は
、
ま
こ
と
に
宜
な
る
か
な
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
［
通
釈
］

　
［
小
式
部
内
侍
ノ
］
歌
人
と
し
て
の
世
評
は
［
母
ノ
］
和
泉
式
部
に
は
劣
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
［
小
式
部
内
侍
ノ
産
後
ノ
］
病
気
が
重
く
な
っ
て

最
終
段
階
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
死
に
そ
う
に
思
わ
れ
た
時
に
、
［
小
式
部
内
侍
ガ
］

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
小
式
部
内
侍
評
言
私
注

　
　
い
か
に
せ
む
い
く
べ
き
方
も
思
ほ
え
ず
親
に
さ
き
だ
つ
道
を
知
ら
ね
ば

　
　
（
今
、
自
分
が
死
ん
で
行
く
に
あ
た
っ
て
、
生
き
て
歩
い
て
行
こ
う
と
す
る

　
　
方
法
も
そ
の
方
角
も
考
え
ら
れ
ず
、
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
子

　
　
と
し
て
親
に
先
立
っ
て
行
く
す
べ
が
わ
か
ら
な
い
の
で
。
）

と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
［
病
気
ニ
カ
カ
ラ
セ
テ
イ
タ
「
モ
ノ
ノ
ケ
」
ガ
、
コ
ノ
歌

二
感
嘆
シ
テ
退
散
シ
タ
タ
メ
ニ
］
、
そ
の
時
の
病
気
が
す
ぐ
に
治
っ
た
と
か
［
イ

ワ
レ
テ
イ
ル
］
。
そ
の
話
に
よ
っ
て
［
小
式
部
内
侍
ノ
］
こ
の
［
和
歌
ノ
］
道
［
二

対
ス
ル
才
能
］
が
す
ぐ
れ
て
い
る
程
度
は
［
目
二
］
見
て
理
解
し
［
得
］
て
し

ま
う
。

七
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